
平成２８年度　寿都中学校第１回　学校評価アンケート

今年度本校の教育の成果を検証するために、３種類のアンケート調査（生徒・保護者・教職員）を行いました。 要改善項目 対応
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「共に認め合い、より高め合う生徒」を意
識して学習や部活動に取り組んでいる。

17 34 20 4 75
学校は、目指す生徒像である「共に認め合い、よりよく高めあう生
徒」について、授業や部活動などで具体的に取り組んでいますか。

20 50 3 2 75
「共に認め合い、より良く高めあう生徒の育成」について全教職員
の共通理解が図られ、教育活動が具体的に推進されている。

0 16 0 0 16

とても
当てはまる

だいたい
当てはまる

あまり
当てはまらない

全く
当てはまらない 計

学校や教室でいじめや嫌がらせ、かげ
口などがなく、安心して学校生活を送る
ことができる。

26 39 7 3 75
学校は、いじめや暴力行為がなく生徒が安心・安全に過ごせる学
校作りに取り組んでいますか。

15 48 9 3 75
「生徒一人一人が安心・安全に過ごすことができ、自他を大切に
し、地域から信頼される学校」として、学年や分掌が組織的に取り
組み成果が表れている。

0 16 0 0 16
安心して一人一人が学校生活を送ることのできる生活環
境は概ね整ってはいるが、一人一人の声に耳を傾け今後
も生徒の成長に寄与していきたい。

学校は、生徒一人一人に家庭学習の定着を図る取り組みを進め
ていますか。

12 51 8 4 75
問題行動への対応や基本的生活習慣の指導は明確な基準のもと
組織的かつ適切に進められている。

5 11 1 0 16
今後も放課後学習会をはじめとし、生徒の「わか
りたい」に応えられるよう活動したい。

学校は、生徒一人一人に学習の基礎・基本の習得を図る取り組み
を進めていますか。

16 45 8 6 75
「生徒の良さ・可能性を伸張し、一人一人の心に寄り添う教師」を
意識して教育活動に取り組んでいる。

2 14 0 0 16
基礎基本の定着を図るための授業作りをより一
層充実させる。

学習規律の確立を図り、落ち着いた学習環境のもとで学習が進め
られている。

2 13 1 0 16
「学習効果」を向上させるための環境作りをより一
層進める。

校内研究は研究課題の解明に向け、授業改善を積極的に進めて
いる。

1 8 7 0 16
より具体的で、実践的な研究の推進とそれに向け
た授業作りを進める。

生徒会活動は、生徒会役員・各委員会と学級が連携し、全校一体
となって運営されている。

5 10 1 0 16
生徒の自治意識の高揚を図るための活動をより
充実させる。

学習の評価は適切であり、説明責任に耐えられるものである。 4 12 0 0 16

体力向上のために、学校全体で取り組むことができている。 0 11 4 1 16
教科・行事によるところが多いので、学校としての
取組を進める。

学校は、規律を重んじ、相手に対して思いやる心を育む指導を進
めていますか。

22 36 13 4 75

学校は、生徒の安全や健康に配慮した指導に努めていますか。 28 42 3 2 75
道徳の授業は計画的に実施され、生徒の道徳性、および道徳的
習慣が身に付いている。

1 14 1 0 16

総合の時間は計画的に進められ、生徒に「生きる力」を与える内
容である。

2 13 1 0 16

校舎内外の環境美化を計画的に進め、清掃活動などは適切に進
められている。

5 10 1 0 16 環境美化にも視点を置いた取組を行う。

学校は、保護者と連携して、学校行事やPTA活動など教育活動を
進めていますか。

26 42 4 3 75
給食指導は適切に行われ、衛生的に楽しくマナーを守って食事を
している。

3 10 2 0 16

学校は、地域に積極的に行事などを公開し、地域行事に参加しな
がら地域との連携を進めていますか。

20 49 4 2 75

学校は、保護者や地域が信頼できる学校づくりを進めています
か。

21 45 5 4 75

部活動の指導や活動内容は、その意義をふまえ適切に進められ
ている。

0 10 4 1 16

いじめはどんな理由があってもいけない
ことだと思う。

63 10 1 1 75
暴力行為(言葉の暴力含む）やいじめは許されないと言うことをあ
らゆる場面で生徒に指導されている。

7 8 1 0 16
生命・人権尊重の態度を養う働きかけを今後も続
ける。

学校に行くのは楽しいと思う。 29 35 10 1 75

朝食を毎日食べている。 55 14 4 2 75

毎日同じくらいの時間に寝ている。 39 23 10 3 75

自分にはよいところがあると思う。 9 33 24 9 75

自尊感情は自分自身を大切に思う感情で
あり自己への満足感を示している。一方で
自己有用感は他者のために自分が役に
立ったと思える感情。
アンケート結果からどちらの立場から結果
かを精査するのではなく、教育活動のすべ
てを通して、体験を共有し、感情を共有す
ることを繰り返し体験することで、互いを尊
重し高め合う中から自己への自信や周囲
からの有用感を感じられるような人格を育
んでいけるよう取り組んでいきたい。

将来の夢や目標を持っている。 40 20 6 9 75

生徒アンケート　回収率１００％　　　数値の単位は（人） 保護者アンケート　回収率１００％　数値の単位は（人）

望ましい生活リズムを学級指導・保体・保
健指導の中で随時継続させる。

日常の生徒指導をはじめとして、道徳の授
業や保健、また安全教室や避難訓練など
の意義を明確に伝え全教育活動の中で推
進する。

保護者や地域の方にとって「より開かれた
学校」を目指し、既存の形に固執しない学
校行事の在り方や、地域の行事への積極
的な参加の姿勢をより育みたい。

学校だより等での周知、また始業式・終業式での講話の
中で、生徒に振り返りの機会を設けているが、意識として
はやや低い。今後さらに「寿都中」が今年度「何を目標とし
ているのか」をさらに意識させ「目標に向けた育み」を進め
たい。

教職員アンケート　回収率100％　　数値の単位は（人）
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＊学校の授業以外の平日、1日平均どのくらい勉強し
ますか？
→全校生徒の30人が30分から1時間であり、学習時間
としては非常に短い傾向にある。

＊土曜や日曜などの休みの日に1日当たりどのくらい
勉強しますか。
→28人が「全くしない」「30分以下」であり、学習にかけ
る時間は少ない。

＊学校の授業以外での平日の読書時間。
→書籍に関する読書時間は短い傾向にあるが、学校
での読書時間を加味すると数値はかなり変わってく
る。

＊一日平均当たりのテレビ・音楽視聴時間。
→2時間以上が44名である。平日の学習時間に反比
例している。

＊一日平均のゲーム時間。
→20名の生徒は平日2時間以上使用している。

＊ＳＮＳ使用時間について。
→所持していない生徒は35名で、40名が所持してい
る。また一部ではあるが3名の生徒は4時間以上の使
用を回答している。

14.6%

20.0%

24.0%

25.3%

16.0%

平日、1日当たりどのくらいテレビを見たり、音楽
などを聴いたりしますか。（テレビゲームを除く）

4時間以上 3時間から4時間 2時間から3時間

1時間から2時間 1時間より
少ない

5.3%

9.3%
12.0%

10.6%

42.6%

20.0%

平日、1日当たりどのくらいテレビゲームをし
ますか。（スマホのゲーム、PCゲーム、携帯
式ゲーム等も含む）

4時間以上 3時間から4時間

2時間から3時間 1時間から2時間

4.0%
5.3% 9.3%

12.0%

22.6%

46.6%

平日、1日当たりどのくらい携帯やスマホ（iPod含
む）での通話やメール、コミュニケーションアプリ

（LINEなど）などを介したやり取り、
FaceBook,Twitterなどでのやり取りや書き込みな
どしますか。

4時間以上 3時間から4時間 2時間から3時間

1時間から2時間 1時間より
少ない

持っていない

4.0%
6.6%

14.6%

24.0%17.3%

29.3%

学校の授業以外に平日、1日当たりどのくらいの
時間読書をしますか。（雑誌マンガ教科書新聞を

除く。また朝読書の時間は除く）

2時間以上 1時間から2時間
30分から1時間 10分から30分

1.3%

13.3%

26.6%

40.0%

14.6%

4.0%
学校の授業以外平日、1日平均どのくらい勉強
しますか。（家庭教師、塾、公文なども含む）

3時間以上 2時間から3時間
1時間から2時間 30分から1時間

2.6%

10.6%

21.3%

28.0%

28.0%

9.3%

土曜や日曜などの休みの日に1日当たりど
のくらい勉強しますか。（家庭教師、塾、公文

なども含む）

3時間以上 2時間から3時間 1時間から2時間

30分から1時間 30分以下 全くしない


